
報
告
・
承
認
お
よ
び
令
和
2

年
度
の
活
動
計
画
の
報
告
等

を
お
こ
な
う
。
総
会
終
了
後

は
特
別
講
演
会
、
懇
親
会
を

予
定
し
て
い
る
。

　

特
別
講
演
会
に
つ
い
て

は
、
国
際
度
量
衡
委
員
会
の

委
員
と
し
て
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

定
義
改
正
に
参
画
さ
れ
た
臼

田
孝
氏
を
招
い
て
特
別
講
演

を
お
願
い
す
る
。

　

講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
原

器
な
き
時
代
の
質
量
標
準
」

と
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り

臼
田
氏
は
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所
計
量
標
準
総
合
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
も
活
躍
で
、

新
時
代
の
計
量
標
準
の
普
遍

性
、
国
際
整
合
性
、
中
立
性

の
維
持
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
わ
が
国
の
計
量

基
盤
の
維
持
や
産
業
競
争
力

の
強
化
、
計
量
学
の
発
展
に

向
け
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
だ
。今
回
は
、

6
月　

日
～　

日
で
開
催
予

15

19

定
の
国
際
度
量
衡
委
員
会
を

経
て
、
多
忙
の
な
か
時
間
を

い
た
だ
き
講
演
を
う
け
て
い

た
だ
い
た
。

　

計
量
関
連
の
多
く
の
皆
様

に
も
出
席
い
た
だ
き
た
く
、

当
協
会
員
以
外
に
も
告
知
し

広
く
参
加
を
募
集
す
る
。

　

懇
親
会
は
、
隣
接
す
る
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
移
動

し
開
催
す
る
。

　

開
催
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。令

和
2
年
度
定

時
総
会

▽
日
時
：
2
0
2
0
年
（
令

和
2
年
）
6
月　

日　

午
後

26

（金）

2
時
よ
り

▽
会
場
：
計
機
健
康
保

険
組
合
会
館
6
階
大
会

議
室特

別
講
演
会

▽
特
別
講
演
会
：
講
師

臼
田
孝
氏

▽
タ
イ
ト
ル
「
原
器
な
き

時
代
の
計
量
標
準
」

▽
日
時
：
2
0
2
0
年

（
令
和
2
年
）
6
月　

日
26

　

午
後
3
時
よ
り
午
後
5
時

（金）▽
会
場
：
計
機
健
康
保
険
組

合
会
館
6
階
大
会
議
室

懇
親
会

▽
日
時
：
2
0
2
0
年
（
令

和
2
年
）
6
月　

日　
　

午

26

（金）

後
5
時　

分
よ
り

20

▽
会
場
：
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ

テ
ル

▽
懇
親
会
参
加
費
は
当
協
会

員
以
外
の
方
は
、
有
料
と
な

り
ま
す
。

　

参
加
申
し
込
み
は
、
改
め

て
当
協
会
事
務
局
よ
り
発
送

す
る
「
定
時
総
会
・
特
別
講

演
開
催
の
ご
案
内
」
を
参
照

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　

な
お
、
ご
承
知
の
通
り

C
O
V
I
D−

　

の
感

19

染
状
況
次
第
で
は
、
総
会
・

特
別
講
演
会
・
懇
親
会
の

開
催
自
体
を
中
止
せ
ざ
る

得
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、
総
会
に

お
い
て
は
書
面
票
決
ま
た

は
W
e
b
投
票
等
の
開
催

に
変
更
と
な
る
可
能
性
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご

了
承
下
さ
い
。

　

開
催
の
可
否
に
つ
い
て
は

5
月
中
旬
の
状
況
を
見
て
最

終
判
断
を
行
う
予
定
で
す
。

　

東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
装
置

検
査
に
係
わ
る
事
項
に
つ
い

て
、
東
京
都
か
ら
の
情
報
提

供
、
協
力
依
頼
を
行
う
と
と

も
に
、
各
事
業
者
か
ら
の
意

見
・
要
望
を
頂
戴
し
、
意
見

交
換
を
行
い
、
安
全
で
確
実

な
装
置
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て

い
る
「
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

事
業
者
連
絡
会
」
を
、
都
内

の
届
出
製
造
・
届
出
修
理
事

業
者
及
び
関
連
団
体
の　

社
24

　

名
の
参
加
で
、
令
和
2
年

282
月
3
日　

に
開
催
し
た
。

（月）

　

今
回
は
、
検
定
所
長
の
あ

　

4
月
1
日
付
け
で
、
検
査

課
長
に
着
任
し
ま
し
た
柳
下

と
申
し
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
下
水
道

施
設
や
都
有
建
築
物
な
ど

ハ
ー
ド
を
整
備
し
都
民
に
提

供
す
る
、
も
の
作
り
の
分
野

に
長
ら
く
従
事
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
度
は
、
経
済
発

展
や
文
化
向
上
の
起
点
と
な

る
計
量
行
政
に
携
わ
る
こ
と

と
な
り
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
お
り
ま
す
。

　

周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
す

と
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
温
度
計
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
グ
ラ

ム
表
示
、
タ
ク
シ
ー
の
料
金

メ
ー
タ
ー
な
ど
「
は
か
り
」

を
目
に
し
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
公
平
な
活
動
や
取
引

を
実
現
す
る
た
め
、
日
々
、

当
所
職
員
や
関
係
者
の
皆
さ

ま
が
努
力
し
支
え
て
い
る
こ

と
を
今
更
で
す
が
認
識
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
計
量
を
通
じ
て
社

会
貢
献
を
果
た
し
て
い
く
た

め
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
知
見
の
活
用
に
加
え
、
社

会
情
勢
や
技
術
革
新
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
若
手
や
皆
さ

ま
方
の
力
を
お
借
り
し
、
多

く
の
方
々
の
信
頼
に
応
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

　
（
一
社
）東
京
都
計
量
協
会

は
、
2
0
2
0
年
6
月
4
日

　
　

時　

分
～　

時　

分
に

（木）
15

30

16

45

東
京
都
新
宿
区
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
開
催

を
予
定
し
て
い
た
「
令
和
2

年
度
定
時
総
会
」
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大

防
止
と
い
う

観
点
か
ら
開

催
を
中
止

し
、
書
面
表

決
に
変
更
す

る
。
議
案
は

次
の
と
お

り
。

【
議
案
】　
(1)

2
0
1
9
年

度
（
平
成　
31

年
度
）
事
業

報
告
お
よ
び

同
収
支
決
算

承
認
の
件 

2
0
2
0
年
度
定
時
総
会

（
書
面
表
決
に
変
更
）

都計協

　
 
2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

(2)年
度
）
事
業
計
画
お
よ
び
同

予
算
報
告　

役
員
の
改
選　

(3)

(4)

そ
の
他

計
量
を
通
じ
て
社
会
貢
献

を
果
た
し
て
い
く

東
京
都
計
量
検
定
所
検
査
課
長　

柳
下
幸
永

令
和
2
年
度
質
量
計

事
業
者
連
絡
会
の
開

催
中
止
に
つ
い
て

　

検
定
所
は
、
2
0
2
0
年

度
（
令
和
2
年
度
）
の
質
量

計
事
業
者
連
絡
会
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
取
組
の
一
環
と
し
て
中

止
と
し
、
資
料
の
送
付
に
替

え
た
。

　

送
付
資
料
は
次
の
と
お

り
。

資
料
1　

東
京
都
計
量
検
定

所
が
実
施
す
る
質
量
計
の
検

定
及
び
基
準
器
検
査
の
申
請

に
係
る
確
認
事
項
等
。

No.272

（
事
例
無
）、②
装
置
検
査
の

円
滑
運
営
に
係
る
協
力
依
頼

事
項
、
③
令
和
２
年
度
の
装

置
検
査
実
施
計
画
（
案
）
の

提
示
、
④
装
置
検
査
申
請
申

込
書
に
つ
い
て
、
⑤
事
業
者

報
告
書
の
提
出
等
に
つ
い

て
、
説
明
を
行
っ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
事
業
者
の
皆

様
と
の
、
質
疑
応
答
を
途
中

で
挟
み
、
検
定
課
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
行
っ
て
、
会
議
を

終
了
し
た
。
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【
管
理
指
導
課
】
▽
課
長
代

理
（
庶
務
担
当
）
吉
田
あ
ゆ

み
（
経
理
担
当
）
▽
課
長
代

理
（
経
理
担
当
）
岩
本
雄
一

郎
（
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
相
談
課
）
▽
主
任
（
経

理
担
当
）
原
口
達
樹
（
庶
務

担
当
）
▽
主
任
（
企
画
調
整

担
当
）
目
黒
知
工
（
検
定
課

検
定
担
当
）
▽
主
任
（
指
導

担
当
）
永
山
瑛
美
子
（
消
費

生
活
部
生
活
安
全
課
）
▽
主

事
（
指
導
担
当
）
中
山
大
輔

（
新
規
採
用
）

【
検
定
課
】
▽
主
任
（
検
定

担
当
）　

西
堂
文
崇（
管
理
指

導
課
企
画
調
整
担
当
）
▽
主

任
（
検
定
担
当
）
早
川　

武

（
検
査
課
立
入
検
査
担
当
）

▽
主
任
（
検
定
担
当
）
小
澤

和
也
（
下
水
道
局
）
▽
主
事

（
質
量
圧
力
計
担
当
）
麻
生

　

謙
（
多
摩
検
定
担
当
）
▽

主
任
（
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

担
当
）
関
口
利
春
（
多
摩
検

定
担
当
）▽
主
事（
タ
ク
シ
ー

メ
ー
タ
ー
担
当
）
重
田
義
明

（
多
摩
検
定
担
当
）
▽
主
任

（
多
摩
検
定
担
当
）
永
野
大

介
（
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
担

当
）
▽
主
任
（
多
摩
検
定
担

当
）
真
庭　

徹
（
管
理
指
導

課
指
導
担
当
）
▽
主
任
（
多

摩
検
定
担
当
）米
山
広
之（
検

査
課
立
入
検
査
担
当
）

【
検
査
課
】
▽
検
査
課
長　

柳
下
幸
永（
昇
任
：
財
務
局
）

▽
主
任
（
計
画
担
当
）
栗
林

俊
男
（
検
査
担
当
）
▽
課
長

代
理
（
環
境
計
量
器
検
査
担

当
）
塩
本
高
大
（
立
入
検
査

担
当
）
▽
主
事
（
検
査
担
当
）

吉
田
利
夫
（
検
定
課
検
定
担

当
）
▽
主
任
（
立
入
検
査
担

当
）
堀
内
一
郎
（
計
画
担
当
）

▽
主
事
（
立
入
検
査
担
当
）

上
杉
広
大
（
環
境
計
量
器
検

査
担
当
）

《
転
出
》

【
管
理
指
導
課
】
▽
山
口
淳

介
（
統
括
課
長
代
理
（
庶
務

担
当
）、多
摩
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
）
▽
中
川
賢
次
（
主

事
（
庶
務
担
当
＜
岩
手
県
派

遣
＞
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
へ
）

▽
宮
村
香
緒
里
（
主
任
（
経

理
担
当
）、都
民
生
活
部
旅
券

課
へ
）

【
検
定
課
】▽
神
戸
洋
祐（
主

任
（
検
定
担
当
）、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

準
備
局
へ
）、
▽
岩
舘　

練

（
主
事
（
検
定
担
当
）、
下
水

道
局
へ
（
主
任
昇
任
））

【
検
査
課
】▽
齊
藤
正
樹（
検

査
課
長
、
産
業
労
働
局
へ
）、

▽
後
藤
真
英（
課
長
代
理（
環

境
計
量
器
検
査
担
当
）、総
務

部
総
務
課
へ
（
4
月
1
日
）

《
退
職
》

【
管
理
指
導
課
】
▽
統
括
課

長
代
理
（
庶
務
担
当
）
山
口

淳
介
（
再
任
用
：
多
摩
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
）▽
主
任（
再

任
用
：
指
導
担
当
）
田
部
晃

一【
検
定
課
】
▽
主
任
（
多
摩

検
定
担
当
）
関
口
利
春
（
再

任
用
：
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

担
当
）

【
検
査
課
】
▽
主
任
（
検
査

担
当
）清
水
好
巳（
再
任
用
：

検
査
担
当
）（
3
月　

日
付
）

31

都
検
定
所
人
事
異
動

（
4
月
1
日
発
令
）

令
和
元
年
度
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

事
業
者
連
絡
会
開
催

い
さ
つ
に
続
き
、
①
令
和
元

年
に
発
生
し
た
不
適
正
事
例

　

検
定
所
は
、
2
0
2
0
年

度
（
令
和
2
年
度
）
の
燃
料

油
メ
ー
タ
ー
等
関
係
事
業
者

連
絡
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
取
組

の
一
環
と
し
て
中
止
と
し
、

資
料
の
送
付
に
替
え
た
。

　

送
付
資
料
は
次
の
と
お

り
。

資
料
1　

検
定
に
お
け
る
連

絡
事
項
・
留
意
事
項
。

資
料
2　

現
行
型
式
等
燃
料

油
メ
ー
タ
ー
の
使
用
最
小
流

量
の
表
記
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ　

事
業
者
報
告
書
の
提

出
に
つ
い
て（
製
造
事
業
者
・

修
理
事
業
者
）、参
考
資
料　

計
量
法
関
係
法
令
抜
粋
（
体

積
計
検
定
関
連
法
令
抜
粋
）、

そ
の
他　

平
成　

年
度
（
令

31

令
和
2
年
度
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
等

関
係
事
業
者
連
絡
会
の
開
催
中
止

和
元
年
度
、2
0
1
9
年
度
）

に
見
ら
れ
た
注
意
事
例
。

資
料
2　

参
考　

検
定
手
数

料
（
質
量
計
抜
粋
）。

資
料
3　

事
業
者
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て
ほ
か
お
知
ら

せ
（
質
量
計
関
係
事
業
者
）

お
よ
び
各
種
報
告
様
式
集
。

（
一
社
）計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

令
和
2
年
度
定
時
総
会
・
特
別

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
（
一
社
）計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
、
令
和
2
年

度
定
時
総
会
を
下
記
の
通
り

開
催
（
予
定
）
す
る
。

　

定
時
総
会
は
、
令
和
元
年

度
の
活
動
報
告
と
収
支
決
算

全
紙
面
2
0
2
0
年
5

全
紙
面
2
0
2
0
年
5
月月
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東
京
計
量
士
会

「
令
和
元
年
度
出
前
計
量
教

室
の
実
施
報
告
」

　

社
会
的
・
経
済
的
基
盤
で

あ
る
計
量
に
つ
い
て
の
知
識

を
身
に
付
け
て
貰
う
と
と
も

に
、
計
量
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

小
学
生
高
学
年
を
対
象
と
し

て
、「
出
前
計
量
教
室
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
実
績
に
つ

い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
実
施
校
数　
　
　
　
　

　

校
（
重
複
あ
り
）

12・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
1
校
中
止

2
、
実
施
ク
ラ
ス
数　

ク
ラ

21

ス3
、
受
講
児
童
数
8
3
0
名

4
、
内
容
別

　

棒
は
か
り
を
つ
く
ろ
う
＝

（1） 3
校
6
ク
ラ
ス
1
5
6
名

　
 
い
ろ
い
ろ
な
温
度
を
は

（2）か
ろ
う
＝
6
校　

ク
ラ
ス
5

10

2
7
名

　

売
っ
て
い
る
物
の
重
さ
調

（3） べ
＝
3
校
3
ク
ラ
ス　

名
76

　
 
計
量
単
位
の
は
な
し

（4）1
校
2
ク
ラ
ス　

名
71

東
京
計
量
士
会
令
和

2
年
度
定
時
総
会
の

お
知
ら
せ

　

東
京
計
量
士
会
は
、
5
月

　

日　
　

時
か
ら
、
東
京
都

22

（金）
15

中
央
区
の
コ
ン
グ
レ
ス
ク
エ

ア
日
本
橋
3
階「
ル
ー
ム
A
」

で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
2
0

2
0
年
度
（
令
和
2
年
度
）

第　

回
定
時
総
会
を
中
止

21
し
、
書
面
表
決
と
し
ま
す
。

【
議
事
】　

　

2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

（1）年
度
）
事
業
報
告

　

同
決
算
・
監
査
報
告

（2）
　

2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

（3）年
度
）
事
業
計
画

計
量
管
理
研
究

部
会

■
2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

年
度
）
定
時
総
会

　

5
月　

日　

、　

時
～　

29

（金）

15

17

時
か
ら
東
京
都
計
量
検
定
所

で
開
催
予
定
の
2
0
2
0
年

度
（
令
和
2
年
度
）
東
京
都

計
量
協
会
の
計
量
管
理
研
究

部
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
、
令
和
2
年
度
定

時
総
会
を
中
止
し
、
書
面
表

決
と
す
る
。

【
議
題
】　

2
0
1
9
年
度

(1)

（
平
成　

年
度
）
事
業
報
告

31

　

同
収
支
決
算
報
告 　

同

(2)

(3)

監
査
報
告　

2
0
2
0
年
度

(4)

（
令
和
2
年
度
）
事
業
計
画

　
 　

同
収
支
予
算　
　

新

(案)
(5)

(案）
(6)

役
員
の
選
任

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
2
0
年
2
月
▽　

日　
14

(金)

＝ 
理
事
会
開
催
。　

月
理
事

12

会
議
事
録
の
確
認
、
月
次
会

計
報
告
、新
年
会
会
計
報
告
、

fe
r

）
の
3
名
。
経
済
産
業

省
の
計
工
連
へ
の
委
託
事
業

と
し
て
来
所
前
日
の
2
月　
12

日　

に
開
催
さ
れ
た
「
ド
イ

(水)
ツ
の
法
定
計
量
制
度
及
び
自

動
は
か
り
の
検
定
等
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
」
の
た
め
に
招

聘
さ
れ
来
日
。

　

こ
の
検
定
所
訪
問
は
当
初

予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
訪
問
団
か
ら
日
本
の
検

定
機
関
を
訪
問
し
た
い
と
の

要
望
が
来
日
直
前
に
あ
り
、

招
聘
を
担
当
し
た
産
総
研
お

よ
び
計
工
連
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、
海
外
協
力
の
一
環
と

し
て
急
遽
受
け
入
れ
を
決
め

た
。
当
日
は
、
訪
問
団
の
要

望
に
応
え
て
午
前
中
に
深
川

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
検
査
場

の
見
学
と
東
京
都
の
計
量
行

政
の
概
要
説
明
、
午
後
に
商

品
量
目
制
度
を
中
心
と
し
た

意
見
交
換
と
所
内
施
設
の
見

学
を
行
っ
た
。

　

荒
木
所
長
の
英
語
に
よ
る

歓
迎
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き

行
っ
た
東
京
都
の
計
量
行
政

の
概
要
説
明
や
各
種
施
設
見

学
で
は
、
質
量
計
の
定
期
検

査
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
い

く
つ
か
の
ド
イ
ツ
と
日
本
の

規
制
の
相
違
に
つ
い
て
相
互

に
確
認
で
き
た
。
特
に
彼
ら

の
関
心
が
高
か
っ
た
の
が
タ

ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期

限
で
、
ド
イ
ツ
で
は
日
本
の

自
動
は
か
り
の
よ
う
に
年
度

単
位
の
周
期
で
管
理
し
て
い

る
た
め
年
度
末
な
ど
の
時
期

に
後
続
検
定
が
集
中
し
て
い

る
状
況
な
の
で
、
日
本
と
同

様
に
検
査
実
施
月
単
位
で
管

　

去
る
2
月　

日　

に
ド
イ

13

（木）

ツ
の
法
定
計
量
専
門
家
3
名

が
計
量
検
定
所
を
訪
れ
た
。

来
所
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
物

理
工
学
研
究
所
（
P
T
B
）

国
際
法
定
計
量
部
門
（
第
9

部
）
部
門
長
の
ペ
ー
タ
ー
・

ウ
ル
ビ
ッ
ヒ
博
士
）D

r.
P

eter
U
L
B
IG

）、
ノ
ル
ト

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

レ
ン
（
N
R
W
）
州
計
量
検

定
部
門
長
エ
ル
バ
ハ
ー
ト
・

プ
テ
ィ
博
士
）D

r.
E
ber

h
ard
P
etit

）、
同
州
計
量

検
定
部
門
ア
ン
ス
ベ
ル
グ
検

定
所
主
席
検
定
官
デ
ィ
ー

タ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
氏

（M
r.
D
ieter

S
ch寒
e

ド
イ
ツ
の
法
定
計
量
専
門
家
が

計
量
検
定
所
に
来
訪

検定所部
会
・
団
体

だ
よ
り

（第三種郵便物認可）（5） 2020年（令和2年）4月26日（日）第3285・86号

理
で
き
れ

ば
平
準
化

が
図
れ
そ

う
な
の
で

検
討
し
た

い
と
の
こ

と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、

J
C
S
S

の
分
銅
校

正
設
備
に

つ
い
て
も

そ
の
レ
ベ

ル
の
高
さ

に
驚
い
て

い
た
。

　

商
品
量
目
制
度
の
意
見
交

換
で
は
、
日
本
の
制
度
に
つ

い
て
検
査
課
立
入
検
査
担
当

の
米
山
主
任
が
流
ち
ょ
う
な

ド
イ
ツ
語
で
説
明
と
質
疑
応

答
に
対
応
し
た
た
め
、
非
常

に
活
発
な
意
見
交
換
と
な
っ

た
。
加
え
て
、
午
後
か
ら
参

加
し
た
計
量
行
政
室
後
藤
室

長
補
佐
と
訪
問
団
に
同
行
の

産
総
研
松
本
国
際
計
量
室
総

括
主
幹
か
ら
の
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
も
あ
り
、
日
本
の
計
量

制
度
に
つ
い
て
の
理
解
が
深

め
ら
れ
た
と
感
じ
ら
れ
た
。

そ
の
他
、
日
本
と
内
容
量
表

記
の
計
量
単
位
が
異
な
り
輸

入
事
業
者
の
一
部
に
混
乱
が

み
ら
れ
る
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

な
ど
の
食
用
油
の
体
積
表
示

に
つ
い
て
も
、
質
量
で
の
表

記
の
利
点
は
十
分
理
解
は
し

て
い
る
も
の
の
長
い
歴
史
の

中
で
体
積
表
示
が
慣
用
化
し

て
い
る
た
め
、
今
更
変
更
す

る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
い

う
こ
と
な
ど
、
様
ざ
ま
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
は
準
備
期
間
も
ほ
ぼ

総
会
日
程
に
つ
い
て
、
表
彰

候
補
者
に
つ
い
て
。

2
0
2
0
年
3
月
▽　
　13
(金)

＝ 
理
事
会
中
止

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
伊
藤
信
男
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹

内
芳
和
▽
竹
添
雅
雄
▽
田
中

正
憲
▽
奈
良
広
一
▽
山
本
研

一
▽
横
山
守
二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0

な
く
、
短
い
時
間
で
の
対
応

で
あ
っ
た
が
、
お
互
い
に
得

る
と
こ
ろ
は
大
き
か
っ
た
。

訪
問
団
か
ら
は
今
後
の
自
治

体
レ
ベ
ル
で
の
交
流
に
つ
い

て
の
提
案
を
受
け
る
な
ど
、

ド
イ
ツ
と
日
本
の
法
定
計
量

分
野
で
の
両
国
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
信

じ
て
い
る
。

　

計
量
検
定
所
で
は
、
こ
の

よ
う
な
見
学
を
随
時
受
け
入

れ
て
い
る
。
ご
希
望
の
場
合

は
管
理
指
導
課
企
画
調
整
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
な
ど
詳
細
は
東
京
都

計
量
検
定
所
H
P(h

ttp
s:

//w
w
w
.sh
o
u
h
ise
ik

atu
.m
etro.tok

y
o.jp

/k
eiry
o/)

か
ら
。

独の法定計量専門家と都検定所長および所員ほかと記念写真

毎
日
更
新

毎
日
更
新
！！
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『
適
合
性
評
価
結
果

の
受
け
入
れ
と
C
B

ス
キ
ー
ム
』　（下）

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

時
点
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
が
進
ん
で

お
り
、「
と
う
き
ょ
う
の
計

量
」
編
集
委
員
会
も
中
止
に

な
っ
た
。
読
者
の
皆
様
へ
の

影
響
が
少
な
い
こ
と
を
お
祈

り
し
た
い
。

　

前
回
と
今
回
は
、
I
E
C

（
国
際
電
気
標
準
会
議
、In

tern
ation

alE
lectrot

ech
n
icalC

om
m
issio

n

）
内
の
電
気
機
器
・
部
品

適
合
性
試
験
認
証
制
度
（
I

E
C
E
E
）
の
枠
組
み
で
進

め
ら
れ
て
い
る
、
C
B
ス

キ
ー
ム
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
前
回
は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
今

回
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
を
統
計
な
ど
に
よ
り

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
二
つ

の
観
点
か
ら
統
計
を
眺
め
て

み
た
い
。
一
つ
は
C
B
ス

キ
ー
ム
に
お
け
る
認
証
機
関

の
役
割
の
観
点
か
ら
、
も
う

一
つ
は
、
認
証
機
関
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
活
動
の
観
点
か

ら
で
あ
る
。
な
お
数
値
は
す

べ
て
I
E
C
E
E
が
w
e
b

で
公
開
し
て
い
るcm

c2
0

52in
f.pdf

に
基
づ
い
て
い

る
。

　

ま
ず
前
回
の
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
C
B
ス
キ
ー
ム
に

お
け
る
認
証
手
順
を
再
掲
し

た
い
。

　

ま
ず
は
認
証
機
関
（N

at

io
n
alC
e
rtific

atio
n

B
ody

 
以
下
N
C
B
）
が
二

カ
所
に
現
れ
る
こ
と
に
改
め

て
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
。

N
C
B　

は
、
申
請
を
受
け

（A）

て
、
実
際
に
製
品
の
試
験
を

お
こ
な
い
C
B
試
験
証
明
書

（C
B
T
est
C
ertifica

te  
以
下
C
B
T
C
）
を
「
発

行
」
す
る
。
一
方
認
証
機
関

N
C
B　

は
そ
の
C
B
T
C

（B）

を
「
受
け
入
れ
」
て
国
内
の

規
制
に
対
す
る
国
内
認
証
を

行
う
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
二

つ
の
認
証
機
関
の
機
能
は
異

な
る
。

　

C
B
ス
キ
ー
ム
に
登
録
さ

れ
て
い
る
認
証
機
関
が
C
B

T
C
を
何
件
発
行
し
た
か
の

デ
ー
タ
は
公
表
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
横
軸

対
数
目
盛
で
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ

ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
C
B
T

C
発
行
件
数
ゼ
ロ
の
N
C
B

が
相
当
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

C
B
T
C
を
受
け
入
れ
て
国

内
規
制
へ
の
適
合
性
評
価
に

リ
ソ
ー
ス
を
集
中
し
つ
つ
あ

る
認
証
機
関
と
、
C
B
T
C

を
発
行
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

活
動
を
強
化
し
て
い
る
認
証

機
関
と
の
二
つ
に
分
化
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

解
釈
で
き
よ
う
。

　

こ
の
動
き
は
横
軸
に
時
間

を
取
っ
た
C
B
T
C
の
発
行

件
数
を
見
て
み
れ
ば
、
よ
り

鮮
明
に
わ
か
る
。
第
3
図
に

は
C
B
ス
キ
ー
ム
全
体
で
発

行
さ
れ
る
C
B
T
C
の
合
計

件
数
と
2
0
1
8
年
に
お
い

て
発
行
件
数
の
上
位
3
位
ま

で
の
N
C
B
の
こ
こ　

年
の

10

件
数
の
変
化
を
示
し
て
い

る
。
全
体
と
し
て
（
棒
グ
ラ

フ
）
2
0
1
8
年
で
は　

万
10

件
以
上
の
C
B
T
C
が
発
行

さ
れ
、
ま
さ
に
右
肩
上
が
り

で
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
全
体
の
発
行
数
と
ほ

ぼ
同
じ
傾
向
で
上
位
2
位
、

3
位
の
認
証
機
関
の
発
行
件

数
も
推
移
し
て
い
る
。
一
方

現
時
点
で
発
行
件
数
世
界
第

1
位
の
認
証
機
関
の
発
行
件

数
は
全
体
の
発
行
件
数
の
増

加
率
を
明
確
に
上
回
る
率
で

増
加
し
て
い
る
。
筆
者
は
発

行
し
た
証
明
書
の
中
身
ま
で

分
析
し
て
い
な
い
が
、
こ
の

変
化
に
は
明
確
に
当
該
認
証

機
関
の
意
図
が
あ
る
は
ず
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
日
本
で
は
、
C
B

ス
キ
ー
ム
に
対
応
し
た
N
C

B
は
（
一
財
）
電
気
安
全
環

境
研
究
所
（
J
E
T
）、（
一

財
）日
本
品
質
保
証
機
構（
J

Q
A
）、テ
ュ
フ
ラ
イ
ン
ラ
ン

ド
ジ
ャ
パ
ン　

（T
管
V

 R

（株）

h
e
in
lan
d
Jap
an

）、
U

L　

J
a
p
a
n
の
4
機
関

で
あ
り
、
日
本
の
4
つ
の
N

C
B
が
発
行
す
る
件
数
は
世

界
の
合
計
の　

％
程
度
で
あ

15

る
。
図
3
で
も
あ
げ
た
よ
う

に
テ
ュ
フ
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド

ジ
ャ
パ
ン　

の
発
行
件
数
は

（株）

数
年
前
ま
で
は
世
界
一
だ
っ

た
。

　

こ
こ
に
も
少
し
あ
ら
わ
れ

て
い
る
が
、
認
証
機
関
の
活

動
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る

べ
き
は
、
認
証
機
関
の
グ

ル
ー
プ
の
複
数
国
に
ま
た
が

る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
で
あ

る
。
U
L
、T

管
V
R
h
e

in
lan
d

、　

T
管
V　

S
管

D
、In

tertek

、
S
G
S
、

E
u
ro
fin

の
6
グ
ル
ー
プ

は
上
掲
の
I
E
C
E
E
の
資

料
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
認
証
機

関
グ
ル
ー
プ
と
し
て
特
定
さ

れ
て
い
る
。
第
4
図
は
全
体

の
発
行
件
数
の
う
ち
で
そ
れ

ら
の
グ
ル
ー
プ
と
さ
れ
て
い

る
認
証
機
関
の
発
行
件
数
を

集
計
し
て
内
訳
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
6
グ
ル
ー
プ

全
体
で
発
行
す
る
C
B
T
C

の
数
は
全
体
の
実
に　

％
近

70

く
を
占
め
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
認
証
機
関
グ

ル
ー
プ
内
で
は
世
界
中
の
国

内
規
制
の
最
新
の
動
き
な
ど

が
把
握
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
ら
、
出
荷
先
の
国
で
の

認
証
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
ろ

う
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
か

ら
、
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
規

格
の
種
類
も
多
数
で
あ
ろ
う

し
、
複
数
の
国
の
N
C
B
を

グ
ル
ー
プ
内
で
持
つ
こ
と
に

よ
り
、
新
し
い
規
格
を
C
B

ス
キ
ー
ム
に
取
り
込
む
際
な

ど
に
主
体
的
に
提
案
す
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
で
あ

ろ
う
。
一
国
の
み
で
活
動
す

る
限
ら
れ
た
規
模
の
認
証
機

関
に
対
し
て
の
優
位
性
は
揺

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（17）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

ぎ
よ
う
も
な
い
と
筆
者
は
い

つ
も
考
え
て
い
る
。

　

次
回
は
、
製
品
認
証
に
お

い
て
認
定
を
使
い
つ
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
利
用
を
可
能
に

し
た
実
際
の
ス
キ
ー
ム
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

と
う
き
ょ
う
の
計
量
④
⑤
面
の
つ
づ
き
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